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▲室蘭市で行われた市民説明会
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１．安全性の確保のための条件
基本的な考え方
◎道内分のＰＣＢ処理を受け入れる際に策定した『ＰＣＢ廃棄物処
理施設に対する室蘭市の基本的な考え方』と、受け入れ条件の遵
守
◎ＰＣＢ廃棄物処理事業全般の統括と、日本環境安全事業㈱などに
対する責任をもった指導・監督
◎先行する事業の経験・知見の活用と北海道の地域特性を十分に考
慮した安全性の確保

処理時の安全性
◎胆振管内に保管されているＰＣＢ廃棄物を用いた処理の安全性な
　どの検証・確認を行い、その上で道外分を含めた処理を実施
◎処理施設からの排気による環境負荷の低減に向けた排出目標値の
　設定
◎廃棄物処理法の設置許可を受けた実績のある処理技術の採用
◎処理工程からの排水を室蘭港などへ排出しない処理システムの採
　用
◎安全性と確実性の確保のため、施設全体を一体的なシステムとし
　た技術評価など、総合的な評価による処理方式の選定
◎処理に伴う残さ物などのリサイクルと適正な処理の実施
◎道内分ＰＣＢ廃棄物の処理期間の短縮

収集運搬時の安全性
◎運搬経路の厳選、悪天候時の運行制限、位置確認システムの導入
　など、適切な運行管理システムの構築や密閉性の高い運搬容器の
使用による漏えい防止対策の実施

◎運搬車両などの運行状況や処理施設への搬入状況などがわかる情
　報提供システムの整備
◎安全性確保のため、公道から処理施設への専用アクセス経路の確
　保
◎緊急時の対応措置体制の構築

情報公開
◎情報を集約・管理し、提供する機能を持ったＰＣＢ処理情報セン
　ター（仮称）の設置と市民が利用しやすいような設置場所につい
　ての配慮

２．地域密着型の事業とするための条件
◎処理施設の建設と運営への地元企業、人材などの活用
◎資・機材の地元での調達や優先雇用
◎施設建設から操業運転に関する一貫した責任体制の確保と、緊急
　時対応のための地域技術と一体となった体制整備
◎施設立地場所の借地、専用アクセス経路の設定など、土地所有者
　との十分な協議
◎処理施設での緑地の活用などによる環境整備

３．環境産業集積基盤の強化等について
◎処理事業に係る調査研究など地元大学・企業等との共同研究・実
　証試験等への支援
◎環境産業拠点形成に向けた、環境研究・教育研修分野などへの具
　体的な方針の提示や環境産業の推進
◎環境に配慮した地域産業の展開やまちづくりについての支援

現行北海道事業

東京事業（２.０㌧／日）

豊田事業（１.６㌧／日）

◎事業の対象地域：北海道
◎施設の処理能力（ＰＣＢ分解量）
 ０.２㌧／日
◎ＰＣＢ処理量：約５００㌧
◎平成１５年２月１９日認可
◎処理期間（予定）
 平成１８年１０月～平成２７年３月

平成１４年１１月８日認可
事業の対象地域：南関東１都３県
ＰＣＢ処理量：約４,５００㌧

平成１４年１０月２４日認可
事業の対象地域：東海４県
ＰＣＢ処理量：約３,８００㌧

大阪事業（２.０㌧／日）
平成１５年２月１９日認可
事業の対象地域：近畿２府４県
ＰＣＢ処理量：約４,０００㌧

北九州事業（約２.０㌧／日〔精査中〕）

平成１３年１１月１日認可
事業の対象地域：九州、沖縄、中国、四国１７県
ＰＣＢ処理量：約４,０００㌧（精査中）

拡大北海道事業

◎事業の対象地域：北海道、東北、
 北関東、甲信越、北陸１道１５県
（北海道、青森県、岩手県、宮城県、
 秋田県、山形県、福島県、茨城県、
 栃木県、群馬県、新潟県、富山県、
 石川県、福井県、山梨県、長野県）
◎施設の処理能力（ＰＣＢ分解量）
 約１.８㌧／日（精査中）
◎ＰＣＢ処理量：約４,０００㌧（精査中）
◎処理期間（予定）
 平成１８年１０月～平成２７年３月

〔 〕

〔 〕 〔 〕

〔 〕

【表１】日本環境安全事業㈱の
 ＰＣＢ廃棄物処理事業

室蘭市企画課
（環境産業推進担当）
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